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分散登校に関する基本的な考え方について 

昨日、学校再開に向けてのお知らせをホームページに掲載し、教職員は分散登校

に向けた最終準備に入ったところです。 

本校では、一学期間はオンライン授業を継続し、その間の分散登校は週一回にと

どめる予定です。すべての制約が解除された時点で、完全登校に移行したいと考え

ています。ただし、生徒の主体的な課外活動などについては、状況をみながら段階

的に再開させたいと考えていますので、その際には改めて連絡を致します。 

 

分散登校を週一回とした理由は、以下の二点です。 

 

１ 分散登校の回数を増やした場合、授業確保は難しく、本校ではこの間に定着し

たオンライン授業によって授業の質と進度を充分に維持できること。 

 

２ 分散登校を最低限にすることで、通学時の密集や密閉空間などの条件が発生し

ないように配慮し、生徒一人ひとりの健康と安全を確保できること。 

 

分散登校の内容は、オンライン授業の学習状況を測るためのリフレクションテス 

トと、生徒同士のつながりを深めるためのホームルーム活動が中心となります。朝 

の HR はラッシュアワーの時間帯を避けるために９時 20 分に設定し、教室に入る 

生徒の人数も 21名以内になるよう環境を整えます。 

なお、オンラインの環境が整わない場合は、登校して学校でオンライン授業を受 

講できる態勢も整えておりますので、希望される方は担任に相談されますようお願 

い致します。 
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